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（ 傍 線 部 分 は 改 正 部 分 ） 

改   正   後 改   正   前 

第 二 先 進 医 療 ご と に 定 め る 施 設 基 準 に 適 合 す る 病 院 又 は 診 療 所 に

お い て 実 施 す る 先 進 医 療 

第 二 先 進 医 療 ご と に 定 め る 施 設 基 準 に 適 合 す る 病 院 又 は 診 療 所 に

お い て 実 施 す る 先 進 医 療 
一 ～ 二 十 五 （ 略 ） 一 ～ 二 十 五 （ 略 ） 

二 十 六 二 段 階 胚 移 植 術 （ 新 設 ） 

イ 対 象 と な る 負 傷 、 疾 病 又 は そ れ ら の 症 状  

不 妊 症 （ 卵 管 性 不 妊 、 男 性 不 妊 、 機 能 性 不 妊 又 は 一 般 不 妊

治 療 が 無 効 で あ る も の で あ っ て 、 こ れ ま で 反 復 し て 着 床 又 は

妊 娠 に 至 っ て い な い 患 者 （ 子 宮 内 膜 刺 激 術 が 実 施 さ れ た も の

に 限 る 。 ） に 係 る も の に 限 る 。 ） 

 

ロ 施 設 基 準  

(
1)  主 と し て 実 施 す る 医 師 に 係 る 基 準  

① 専 ら 産 婦 人 科 、 産 科 、 婦 人 科 又 は 女 性 診 療 科 に 従 事 し

、 当 該 診 療 科 に つ い て 五 年 以 上 の 経 験 を 有 す る こ と 。 

 

② 産 婦 人 科 専 門 医 で あ り 、 か つ 、 生 殖 医 療 専 門 医 で あ る

こ と 。 

 

③ 当 該 療 養 に つ い て 、 当 該 療 養 を 主 と し て 実 施 す る 医 師

と し て 十 例 以 上 の 症 例 を 実 施 し て い る こ と 。 

 

(
2)  保 険 医 療 機 関 に 係 る 基 準  

① 産 婦 人 科 、 産 科 、 婦 人 科 又 は 女 性 診 療 科 を 標 榜
ぼ う

し て い

る こ と 。 

 

② 実 施 診 療 科 に お い て 、 常 勤 の 産 婦 人 科 専 門 医 が 配 置 さ

れ て い る こ と 。 

 

③ 配 偶 子 及 び 胚 の 管 理 に 係 る 責 任 者 が 配 置 さ れ て い る こ

と 。 

 

④ 緊 急 の 場 合 そ の 他 当 該 療 養 に つ い て 必 要 な 場 合 に 対 応

す る た め 、 他 の 保 険 医 療 機 関 と の 連 携 体 制 を 整 備 し て い

る こ と 。 

 

⑤ 医 療 機 器 保 守 管 理 体 制 が 整 備 さ れ て い る こ と 。  

⑥ 倫 理 委 員 会 が 設 置 さ れ て お り 、 届 出 後 当 該 療 養 を 初 め  



 

て 実 施 す る と き は 、 必 ず 事 前 に 開 催 す る こ と 。 

⑦ 医 療 安 全 管 理 委 員 会 が 設 置 さ れ て い る こ と 。  

⑧ 当 該 療 養 に つ い て 十 例 以 上 の 症 例 を 実 施 し て い る こ と

。 

 
第 三 先 進 医 療 を 適 切 に 実 施 で き る 体 制 を 整 え て い る も の と し て 厚

生 労 働 大 臣 に 個 別 に 認 め ら れ た 病 院 又 は 診 療 所 に お い て 実 施 す る

先 進 医 療 

第 三 先 進 医 療 を 適 切 に 実 施 で き る 体 制 を 整 え て い る も の と し て 厚

生 労 働 大 臣 に 個 別 に 認 め ら れ た 病 院 又 は 診 療 所 に お い て 実 施 す る

先 進 医 療 

一 ～ 二 十 四 （ 略 ） 一 ～ 二 十 四 （ 略 ） 

二 十 五 削 除 二 十 五 ニ ボ ル マ ブ 静 脈 内 投 与 及 び ド セ タ キ セ ル 静 脈 内 投 与 の 併

用 療 法 進 行 再 発 非 小 細 胞 肺 が ん （ ス テ ー ジ が Ⅲ Ｂ 期 、 Ⅲ Ｃ 期

若 し く は Ⅳ 期 又 は 術 後 に 再 発 し た も の で あ っ て 、 化 学 療 法 が 行

わ れ た も の に 限 る 。 ） 

二 十 六 ～ 五 十 九 （ 略 ） 二 十 六 ～ 五 十 九 （ 略 ） 

六 十 反 復 経 頭 蓋 磁 気 刺 激 療 法 う つ 病 （ 急 性 期 に お い て 当 該 療

法 が 実 施 さ れ た 患 者 に 係 る も の で あ っ て 、 薬 物 療 法 に 抵 抗 性 を

有 す る も の に 限 る 。 ） 

（ 新 設 ） 

六 十 一 セ ボ フ ル ラ ン 吸 入 療 法 急 性 呼 吸 窮 迫 症 候 群 （ 従 来 の 治

療 法 に 抵 抗 性 を 有 す る も の に 限 る 。 ） 

（ 新 設 ） 

第 四 患 者 申 出 療 養 を 適 切 に 実 施 で き る 体 制 を 整 え て い る も の と し

て 厚 生 労 働 大 臣 に 個 別 に 認 め ら れ た 病 院 又 は 診 療 所 に お い て 実 施

す る 患 者 申 出 療 養 

第 四 患 者 申 出 療 養 を 適 切 に 実 施 で き る 体 制 を 整 え て い る も の と し

て 厚 生 労 働 大 臣 に 個 別 に 認 め ら れ た 病 院 又 は 診 療 所 に お い て 実 施

す る 患 者 申 出 療 養 

一 ～ 六 （ 略 ） 一 ～ 六 （ 略 ） 

七 削 除 七 エ ヌ ト レ ク チ ニ ブ 経 口 投 与 療 法 脳 腫 瘍 （ 十 五 歳 以 下 の 患 者

に 係 る も の で あ っ て 、 Ｒ Ｏ Ｓ １ 融 合 遺 伝 子 を 有 す る も の に 限 る

。 ） 

八 ・ 九 （ 略 ） 八 ・ 九 （ 略 ） 

 


